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	【HP公表文面】令和５年度水生生物調査結果
	●令和４年度調査結果について
	●調査概要
	　　参加者を募集し、小・中学校を中心に５７団体、合計１，５６３人が６７地点で調査を実施しました。調査日は５月～１２月頃。
	●調査方法
	　　水生生物をタモ網等で採集し、白色バット等にあけ、同定・記録します。（別紙１）
	●水質判定方法
	　　調査で捕獲した生物を同定し、次の基準で分類しました。
	　・きれいな水（Ⅰ）…カワゲラ類、サワガニ等
	　・ややきれいな水（Ⅱ）…コガタシマトビケラ類、ヒラタドロムシ類等
	　・きたない水（Ⅲ）…ミズムシ、タニシ類等
	　・とてもきたない水（Ⅳ）…ユスリカ類、アメリカザリガニ等
	●水質判定結果
	　　九州の一級河川６７地点のうち６１地点で｢きれいな水（Ⅰ）｣及び｢ややきれいな水（Ⅱ）｣と判定されきれいな水を維持しています。（別紙２）
	●近年の水質状況
	　　過去１０カ年の水質状況と比較すると、『Ⅰきれいな水』及び『Ⅱややきれいな水』とを合わせた
	比率は９０％以上で推移しており、水生生物から見た九州の一級河川は良好な水質を維持しています。

	【別紙１及び別紙２】記者発表用
	【HP公表文面】令和５年度水生生物調査結果

